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ハウス内で自律走行する農薬散布ロボットの開発

○ 稲村　啓希　(情報電子３年)　　　床井　俊彦　(情報電子４年)
蓮田　裕一　(帝京大学理工学部）

農薬散布中の健康被害や事故を防ぐため、ロボットを用いた無人化が強く要望されている。ハウス内では空気が循環しないた
め、露地栽培に比べて働く人が農薬を吸入・接触する機会が格段に増え、農薬による健康被害が生じている。また、苺等の作物
は畝に植えたばかりの時期に害虫が発生しやすい[4]。苺は畝に植える際に株間を30cm開ける必要があるので、畝全体に農薬を
散布すると作物の隙間にも散布してしまい無駄が生じる。
本研究ではビニールハウス内で農薬散布による健康被害を無くすために、噴霧器と農薬タンクを搭載した農薬散布ロボットの開
発を行った。

関連画像

蓮田研究室　学会発表

【発表者について】アンダーラインは本学教員、研究員および技術職員、○は発表者、※は大学院生、卒研生または卒業生
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